
■英国：政府、EU離脱方針をまとめた白書を発表 

英国政府は 2018年 7月 12日、EUからの離脱方針をまとめた白書を発表した。同白書は、

98ページにわたり経済関係や安全保障などについて EUとの関係を提案しており、英国は

これをもとに EU との交渉を進める。同白書では、物品の自由貿易圏構想の確立を提案の

核に据え、離脱後も EU との緊密な関係を継続する方針が盛り込まれた。電気とガスにつ

いては、北アイルランドとアイルランド間の単一卸市場（SEM）の継続的な運営、EU と

の電力・ガス取引やデータ共有、欧州送電系統運用者ネットワーク（ENTSO-E）との継続

的な協調関係、また EU 域内市場（IEM）から英国が離脱したとしても、連系線を通じた

取引を継続することが提案された。原子力については、欧州原子力共同体（Euratom）と

の原子力協力協定（NCA）の締結が提案された。同協定の下、英国原子力規制局（ONR）

と Euratomとの協力関係構築、Euratomの研究・訓練プログラムへの英国の参加、核物質

の供給のための継続的な契約調整、機微な核物質・核技術の輸出入管理の簡素化、原子力

安全に関する技術的協力の提供が提案された。 


